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日立製作所は小平創業社長以来、百年にわたり、“事業の目的は単に利益をあげることではなく、社会にどう貢献していくか”が
最も大切な経営理念として歴代のトップに引き継がれてまいりました。財団事業の運営もその延長線上にあります。ここに歴代
トップが自ら語られた志や思いを寸言として収録しました。

理事長交代・新体制発足
日立歴代トップの思い

◆公益財団法人 小平記念日立教育振興財団
◆公益財団法人 日立環境財団
◆公益財団法人 倉田記念日立科学技術財団
◆公益財団法人 日立国際奨学財団
◆公益財団法人 日立みらい財団
◆日立ファウンデーション（米国）

小平浪平  創業社長
社会の仕事と云ふものは、決して唯単なる金儲けばかりやって居るのではないと云ふことは能く皆さんの頭に入れ
て載きたいのであります。此一つを申上げて置きましたら、日立精神と云ふものはどういう風に醸成されて居るかと
云ふことは能くお分かりになるだろうと思ふのであります。

昭和10年 「新入社員に対する訓示」 より

倉田主税  第二代社長
「日立での50年をふりかえってみると、自分が取り組んできたものは、科学技術の振興という以外にない。かなりの
分野で欧米に迫ってはいるものの、たとえば電子工学のごときは米国に大きく水をあけられている。日本が工業国
として立つ以上、われわれはその遅れを取り戻す責任がある。」

昭和44年7月日本経済新聞に連載「私の履歴書」より

駒井健一郎  第三代社長
日立製作所の創業社長小平浪平翁は、「仕事は利益追求のみを考えるよりも先ず第一に社会のためにしなけれ
ばならない」という考えを持っておられました。もちろん、会社は事業を継続し発展させねばならず、利益を上げなく
てはやってはいけませんが、このような小平翁の経営理念により、当社には奉仕の精神によって仕事をする人がた
くさんおりました。ところが、会社の歴史も長くなるとともに本来の事業以外にも財団をつくって社会にご恩返しする
ことを考えるようになりました。

昭和53年「私と幼児教育」（「いしずえ」15号より）

吉山博吉  第四代社長
私は、それらの社会問題を私達一人一人が自分の問題として捉え、率先して解決に取り組むべきだと信じてい
ます。そうすれば、我々は今日の問題を克服し、全ての人々のためにより良い社会を実現することができるのです。

日立ファウンデーション20周年記念祝辞より

三田勝茂  第五代社長
日立ファウンデーション設立の発表を、私はワシントンに出向いて行った。日米の経済摩擦をさけるためかと質問が
あったから、私は「そうじゃない。摩擦は一過性のものだが、日立ファウンデーションの仕事は、これからずっと長
く続けていくものです。」と答えた。

平成21年6月「わが人生」（三田勝茂著）より

金井務  第六代社長
社会貢献とは基本的に会社の業績に関係なく世界の中で生きていくために必要な事業の一つです。日立はそれ
をしなければならないし、それを出来る会社だと思っています。財団を設立した時にどういう気持ちでそれを始め
たのか、続けて来たのかという理念を大切にしてほしいと思います。

平成21年10月 財団ニュースレター8号 インタビューより

※詳しい内容と会場の様子は財団ホームページで紹介しています。

人を育み 未来へ繋ぐ

日立グループの社会貢献活動

本ニュースレターに関するご意見・ご感想等がございましたら、財団までおよせください。お待ちしております。

＊日立ファウンデーションについてのお問い合わせは（株）日立製作所 CSR本部 社会貢献部まで。

公益財団法人　小平記念日立教育振興財団 odairakinen@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0850
公益財団法人　倉田記念日立科学技術財団 kurata@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0852
公益財団法人　日立環境財団 kankyo@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0851
公益財団法人　日立国際奨学財団 scholarship@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0853
公益財団法人　日立みらい財団 mirai@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0850
所在地　〒101-8010  東京都千代田区外神田四丁目14番1号 秋葉原UDXビル21階
日立ファウンデーション（米国） shakai.koken.qm@hitachi.com 03-4564-5040
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熊谷理事長からの贈呈

「乳幼児期の<自己>の育ちの今　－もの・ひとへ自ら働きかける<わたし>と大人の関わり－」
　2013年3月9日（土）家庭教育シンポジウムを日本女子大学 目白キャンパスで開催しました。
「自己」の育ちと遊び方、感情表現や自己主張の仕方などが近年の子どもにおいて変化しているという
視点から、小平記念日立教育振興財団の子育て施設である日立家庭教育研究所（横浜市戸塚区）の
活動報告と、浜松学院大学准教授 高山静子先生をゲストに迎え、「０歳児期の生活環境の変化による
乳児の経験の変化」について講演をしていただきました。

　第45回目となる平成24年度「倉田奨励金」の贈呈式を
3月1日、経団連会館で開催しました。今年度は全国の研
究者から347件のご応募をいただき、その中から難関を突
破された51名の方々に研究助成金を贈呈いたしました。
詳しい研究テーマや贈呈式の様子は、財団ホームページを
ご覧ください。

日 時
テーマ

講 師

参加者

： 2013年2月13日（水）18:30～
： 鳥の渡りと地球環境の保全
   －世界の自然をつなぐ渡り鳥－
： 樋口広芳さん
  （東京大学名誉教授、慶應義塾大学特任教授）
： 39名

● 第13回「環境サイエンスカフェ」を開催

● 第23回 駒井メモリアル 家庭教育シンポジウムを開催

　日立みらい財団は、今年度も日
本BBS連盟と連携し、「更生保護
ボランティア活動」と、子どもの
健全育成を目的とした「こども・
みらい・サポート」の活動を支援
してまいります。

熊谷理事長から卒業記念楯をもらう卒業生 奨学生の余興も披露され、会場は盛り上がりました。

記念パーティー（選考委員と受領者）

● 「倉田奨励金」贈呈式を開催

　2013年3月13日、東京ガーデンパレス（東京・湯島）に
おいて日立スカラーシップ奨学生卒業式を開催しました。
今年、博士課程修了の5名は、それぞれフィリピン、インドネ
シア、マレーシアの大学教員として帰国し、母校での教育、
研究活動を続けます。彼らの今後の活躍を期待しております。

● 2012年度日立スカラーシップ奨学生卒業式を開催

編集後記
　国内5財団が公益財団法人として認められ、新
たに出発することとなったのを機に、日立製作所
の事業部門長である執行役が、理事長として財
団の事業を推進して行くことになりました。
　そこで今号は、財団の変わらぬ理念と新理事
長のご紹介をいたしました。
　今後も新しい体制のもと、時代の変化に沿っ
た財団活動をしてまいりますので、ご理解・ご支
援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。＊BBS : Big Brothers and Sisters Movement
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未来の扉を開く、
チャレンジングな研究の発展を願って

地域における教育、文化の振興をめざし、
明日を担う子どもたちの健やかな成長を願って

「みずみずしい緑の地球」を次の世代の人たちへ

株式会社 日立製作所　代表執行役 執行役副社長

株式会社 日立製作所　代表執行役 執行役副社長

株式会社 日立製作所　代表執行役 執行役副社長

東南アジアの将来を担う人材の育成をめざして

株式会社 日立製作所　代表執行役 執行役専務

犯罪や非行のない、
よりよい社会をつくるために

株式会社 日立製作所　執行役専務

日立
みらい財団

日立環境財団

小平記念
日立教育
振興財団

倉田記念
日立科学
技術財団

日立国際
奨学財団

財団新理事長のご挨拶

このたび、永年にわたり財団

の発展に尽力された熊谷

理事長のあとを引き継ぎ、理事長をお引き受

けすることになりました。私は、日立製作所に

入社以来、一貫して研究開発業務に携わって

おり、大学、国の研究機関の先生方には大変

お世話になってまいりました。先生方の基礎

研究のご努力があればこそ企業の研究開発が

成り立っていることに心から感謝しており、

基礎科学の重要性を強く認識しております。

　当財団は、創設者倉田主税の「世界に通

用する自主技術の確立」という設立の理念

を継承し、若手研究者のユニークな基礎科学

研究を支援することにより、国際社会に貢献

しうる将来の科学技術の発展に微力ながら寄

与したいと願い、今後も活動してまいります。

私は製品輸出、海外現地

法人の経営など一貫して

日立の国際事業に携わってまいりました。こ

のほど日立国際奨学財団の理事長としても

活動することになり、新たな決意をしており

ます。

　アジアの国々との教育・学術・文化交流を

促進し、各国の大学教員を支援することを目

的として活動する当財団は、人材教育を重視

する日立の考え方をＣＳＲ活動の面でも設立

以来28年間実践しており、日本及びアジア

の高等教育界で高い評価を受けています。

小平記念日立教育振興財団‥‥‥1971年   7月  9日 家庭教育振興および地域文化振興事業

倉田記念日立科学技術財団‥‥‥1967年10月  1日 科学技術の研究に対する助成および振興事業

日立環境財団‥‥‥‥‥‥‥‥‥1972年  1月31日 環境問題に関する調査研究および環境保全活動の普及・促進事業

日立国際奨学財団‥‥‥‥‥‥‥1984年12月27日 アジア諸国への奨学援助、教育、学術・文化の交流促進

日立みらい財団（2財団が統合）‥ 1967年  3月29日  青少年の非行・犯罪の予防、福祉向上

　　　　　　　　　　　　　　　　 1971年  9月16日 更生保護活動、矯正活動

　インドネシアやベトナムなど当財団が対象

とする国々が急速に発展しつつある今、駒井

初代理事長はじめ日立の幹部が提唱された

財団設立の理念を大切にし、時代の変化に合

わせたアジアの国々への貢献に努めていき
たいと考えております。

当財団は、茨城県を中心

とした地域における教育

振興と、家庭教育の振興事業を通して広く社

会の発展に寄与することをめざしています。

私はこれまで茨城県での勤務が長く、当財団

の事業の一つである作文コンクールに関心

を持ち、小中学生の皆さんの熱意ある文章

に感動しておりました。今年はその表彰式会

場に出向き、受賞者の皆さんにお会いできる

ことを楽しみにしています。また、子育て支援

施設の「日立家庭教育センター（茨城県日

立市）」と「日立家庭教育研究所（神奈川県

横浜市）」の行事にも参加し、保護者の皆様

の声をお聞きして家庭教育のあり方を私自

身も学び、子どもたちの健全育成を支援して

まいりたいと思います。

私は、日立研究所の研究

者として1992年に「火炎

内脱硝による微粉炭焚低NOXバーナーの開

発」というテーマでバブコック日立株式会社

の研究者とともに、第19回環境賞 環境庁長

官賞、優秀賞を受賞いたしました。この技術

は、石炭（微粉炭）の着火直後の燃焼領域を

高温かつ燃料過剰とすることにより火炎内の

NOXを効率よく分解でき、燃焼排ガス中の

NOXを30～60％低減するというものです。

このように、私の研究活動は、環境問題と

深くかかわってまいりました。その後、

2009年からは、地球環境戦略室長として

日立グループ全体の環境経営に責任を持っ

ております。

　今後、日立環境財団の理事長として、地球

規模の環境問題に対し、正しい認識と理解に

基づいた循環型社会、持続可能な社会の

構築に向け、財団活動を推進していきたい
と考えております。

　このたび、長年にわた

り財団の発展に尽力さ

れた熊谷理事長のあとを引き継ぎ、理事長を

お引き受けすることとなりました。私は、日立

製作所に入社以来、一貫して法務・コミュニ

ケーション業務に携わってきており、これまで

も財団活動に関しましては、長年、大変お世

話になってまいりました。

　今日、核家族化や少子高齢化社会の進行

など、社会情勢が大きく変化するなかで、地域

社会や家庭が担っていた犯罪抑止力や教育

力が低下しているともいわれています。当財

団が取り組んでいる、犯罪や非行の予防を

行う更生保護活動、犯罪や非行に陥った青少

年の立ち直りを助ける矯正活動は、ますます

重要になると考えております。

　これまでの財団活動に対するご支援に厚く

感謝申し上げますとともに、今後ともより

一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。

About each Foundation 

公益財団法人 日立環境財団

理事長　小豆畑　茂

公益財団法人 倉田記念日立科学技術財団

理事長　小豆畑　茂

公益財団法人 小平記念日立教育振興財団

理事長　田中　幸二

私たち５つの財団では、今後とも心を新たに、充実した事業を行ってまいりますので、引き続きご支援いただけますようお願い申し上げます。

財団名 設 立 事業内容

公益財団法人 日立国際奨学財団

　　　理事長　谷垣　勝秀

公益財団法人 日立みらい財団

理事長　葛岡　利明



小平記念日立教育振興財団

日立みらい財団日立環境財団

倉田記念日立科学技術財団

日立国際奨学財団
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※詳しい内容と会場の様子は財団ホームページで紹介しています。

人を育み 未来へ繋ぐ

日立グループの社会貢献活動

本ニュースレターに関するご意見・ご感想等がございましたら、財団までおよせください。お待ちしております。

＊日立ファウンデーションについてのお問い合わせは（株）日立製作所 CSR本部 社会貢献部まで。

公益財団法人　小平記念日立教育振興財団 odairakinen@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0850
公益財団法人　倉田記念日立科学技術財団 kurata@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0852
公益財団法人　日立環境財団 kankyo@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0851
公益財団法人　日立国際奨学財団 scholarship@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0853
公益財団法人　日立みらい財団 mirai@hdq.hitachi.co.jp 03-3257-0850
所在地　〒101-8010  東京都千代田区外神田四丁目14番1号 秋葉原UDXビル21階
日立ファウンデーション（米国） shakai.koken.qm@hitachi.com 03-4564-5040
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熊谷理事長からの贈呈

「乳幼児期の<自己>の育ちの今　－もの・ひとへ自ら働きかける<わたし>と大人の関わり－」
　2013年3月9日（土）家庭教育シンポジウムを日本女子大学 目白キャンパスで開催しました。
「自己」の育ちと遊び方、感情表現や自己主張の仕方などが近年の子どもにおいて変化しているという
視点から、小平記念日立教育振興財団の子育て施設である日立家庭教育研究所（横浜市戸塚区）の
活動報告と、浜松学院大学准教授 高山静子先生をゲストに迎え、「０歳児期の生活環境の変化による
乳児の経験の変化」について講演をしていただきました。

　第45回目となる平成24年度「倉田奨励金」の贈呈式を
3月1日、経団連会館で開催しました。今年度は全国の研
究者から347件のご応募をいただき、その中から難関を突
破された51名の方々に研究助成金を贈呈いたしました。
詳しい研究テーマや贈呈式の様子は、財団ホームページを
ご覧ください。

日 時
テーマ

講 師

参加者

： 2013年2月13日（水）18:30～
： 鳥の渡りと地球環境の保全
   －世界の自然をつなぐ渡り鳥－
： 樋口広芳さん
  （東京大学名誉教授、慶應義塾大学特任教授）
： 39名

● 第13回「環境サイエンスカフェ」を開催

● 第23回 駒井メモリアル 家庭教育シンポジウムを開催

　日立みらい財団は、今年度も日
本BBS連盟と連携し、「更生保護
ボランティア活動」と、子どもの
健全育成を目的とした「こども・
みらい・サポート」の活動を支援
してまいります。

熊谷理事長から卒業記念楯をもらう卒業生 奨学生の余興も披露され、会場は盛り上がりました。

記念パーティー（選考委員と受領者）

● 「倉田奨励金」贈呈式を開催

　2013年3月13日、東京ガーデンパレス（東京・湯島）に
おいて日立スカラーシップ奨学生卒業式を開催しました。
今年、博士課程修了の5名は、それぞれフィリピン、インドネ
シア、マレーシアの大学教員として帰国し、母校での教育、
研究活動を続けます。彼らの今後の活躍を期待しております。

● 2012年度日立スカラーシップ奨学生卒業式を開催

編集後記
　国内5財団が公益財団法人として認められ、新
たに出発することとなったのを機に、日立製作所
の事業部門長である執行役が、理事長として財
団の事業を推進して行くことになりました。
　そこで今号は、財団の変わらぬ理念と新理事
長のご紹介をいたしました。
　今後も新しい体制のもと、時代の変化に沿っ
た財団活動をしてまいりますので、ご理解・ご支
援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。＊BBS : Big Brothers and Sisters Movement
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